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「子どもの人権」と言えば「与えること」「守ること」と思われがちですが、子どもは「いや !」 と拒否することも「自

分でやる」と主張することもできる存在です。権利の主体として社会に参加し、意見を表明する権利があります。

この映画では、希望 (の ぞむ)と岳 (がく)という二人の子どもと近所に住むおばあさんとの交流を描きながら、そ

うした子どもの人権と、地域ではぐくむ人権文化というものに目を向けました。また、私たちが決して忘れてはなら

ないもの、次代に受け継ぐものとして「戦争と平和」についても描いています。(北九州市は平成22年 2月 10日、

「非核平和都市宣言」を行いました)

D∨ D   84,000円 帆込)[C1728制

学校特別価格 47,250円 俄込)

※字幕版付き

∨HS   84,000円 輌込)に +728ロ

学校特別価格47,250円 (税込)

※字幕版もあります。[C17290]

■企画:北九州市 北九州市教育委員会 北九州市人権問題啓発推進協議会

■制作:東映株式会社 ■アニメーション制作協力:グループ・タック

■ブロデューサー:鎌田幸人 ■声の出演:小林ゆう/佐藤ゆうこ/大方斐紗子 ほか

■監督・絵コンテ:上田真―郎 ■脚本:山上梨香 ■音楽制作:幡龍寺スタジオ

芍

●ビデオ版/DVD版 (字幕入りもあります) 【上映時間 42分】



地域ではぐくむ人権文化と子ども
北九ナ‖市人権啓発映画缶U作 に関する検討会議議長 中 島 俊 介

「ボクの友達はボクが選ぶJ。 毅然と希望は母親に言います。ともすれば未熟だとして見落としがちな子どもの人権について

考えさせられる場面です。「10歳までの経験がライフスタイルに影響を与え続ける。だから、心の中に住む10歳の子どもが大人

の自分を一生操縦するJという考えが発達心理学にあります。私たちは子どもだからと侮ることなく、その胸中の大人と対話・共

生する姿勢を取りたいものです。映画でのおばあちゃんが自然とそれができた原因は自分の地域での戦争体験でした。

「忘れないでね、この国に戦争があったことをJ。 戦争が起きてもっとも悲惨なのは、社会的立場の弱い人々であり子どもたちで

す。村上春樹氏はエルサレム賞受賞スピーチ (2009.2.15)で小説を書く際の心掛けを「高く堅牢な壁と、そこにぶつかれば壊

れてしまう卵があるなら、私は常に卵の佃1に立とうJと述べました。

よく知られるように北九州市 (小倉)は、1945(昭和20)年 8月 9日 に長崎に投下された原子爆弾の投下第一予定地でした。小倉

に飛来した原爆搭載機は、折からの悪天候に加え、前日8月 8日 の八幡大空襲の焼夷弾の煙のため目標地を目視できず、小倉市

街地上空を3回旋回して長崎に方向を変更しました。この事実を踏まえて北九州市は、人権文化薫る平和実現と核兵器廃絶の

礎となる資格と使命を自覚し「北九州市非核平和都市宣言」(2010.2.10)を行いました。この作品で取り上げた、「八幡大空襲」

はこの意味からも忘れてはいけない大切な8月 の記憶なのです。私たちの心の中に住む「ボクとガクJを育て、信じたいものです。

八幡東区・商店街のスーパー。小学5年生の藤村希望は、同じクラスの横田岳が弁当を万引きするのを目撃した。岳は一緒

にいた妹とともに事務所に連れていかれる。店長である希望の父・哲夫は岳の母・千秋を呼び出すが、千秋はいきなり岳を激し

く叩く。哲夫は千秋の態度に腹を立てた。その話を聞いた希望の母・玲子は、希望に岳とあまりかかわらないようにと言う。

翌日、岳は学校を休んだ。希望が岳のアパートを訪れると、岳は熱を出して一人で寝ていた。岳の両親は離婚しており、母・千

秋は昼も夜も働いていて、仕事を休めないという。岳がかわいそうになった希望は自分が看病をしようとする。その折に知り合っ

たアパートの2階に住む杉内美代というおばあさんが一緒に看病をしてくれる。

仲良くなった希望と岳は、ある日商店街で美代と偶然会った。途中で荷物を下ろし、一体みしながら歩いている。そんな美代

を見て希望と岳は荷物運びを手伝う。美代は喜び、二人に「困った時はお互い様Jという言葉を教える。帰宅した希望は哲夫に

「買い物した荷物を自宅まで届けるサービスはできないか」と提案する。しかし、哲夫は『子どもの意見』をまともに聞こうとしない。

数日後、岳の家に自慢のおもちゃのフイギュアを見せに行っ

た希望は、岳が千秋に激しく叱られているのを見る。同情し

た希望は持ってきたフィギュアを岳にやろうとするが、その言

い方が岳を怒らせけんかになる。そんな二人を仲直りさせる

ために特製の焼きうどんを振る舞ったのが美代だった。

いつのまにか仲直りする希望と岳。美代は、そんな二人に

1945(昭 和20)年 の人幡大空襲で見を失った話をする。二

度と戦火で家族が引き離されることがないように願つていると。

美代の家から希望と岳が帰ろうとした時、美代が胸をつかみ

ひざから倒れる。驚く希望と岳は救急車を呼ぶ。幸い一命を

取り留めた美代は、見舞いに来た希望の両親と岳の母と初

めて話をする。

希望と岳は夏休みの工作で商店街に置いてもらうベンチ

づくりをしようと決心する。そのことを聞いた哲夫は、商店会

会長の浅見と相談して商店街の活性化につながるイベント

を8月 8日 に決めた…。
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